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生活再建のための支援制度は早めの申請を
　下記の支援制度は、申請などの期限が近づいています。

支援制度 期 限 問い合わせ先

被災家屋等の解体・撤去

申請期限
12月27日（金）

循環社会推進課
（☎025-226-1391）

被災ブロック塀等撤去
工事補助

建築行政課
（☎025-226-2841）

住宅再建資金の借り入れ
に対する利子補給
※ことし１月～12月に返済
した利子分

建築行政課
（☎025-226-2837）

災害ごみの無料自己搬入
搬入期限
12月31日（火）
12:00

手続きについて…廃棄
物対策課（☎025-226-
1403）
受け入れ施設について
…循環社会推進課（☎
025-226-1431）

被災者住宅応急修理
（国・県制度）

申請期限
12月31日（火）

公共建築課
（☎025-226-2880）

国民健康保険・後期高齢者
医療一部負担金の免除
介護保険利用料の免除

免除期限
12月31日（火）

国民健康保険…保険年
金課（☎025-226-1077）
後期高齢者医療…同課
（☎025-226-1081）
介護保険…介護保険課
（☎025-226-1273）

※支援制度の利用には、り災証明書が必要。各支援の対象、金額など
詳しくは新潟市ホームページに掲載

り災証明　支援制度を受けるために早めの申請を
　り災証明書の申請から交付までは、一定の日数がかかります。必要な支援
を受けるため、早めの申請をお願いします。
■問 税制課（☎025-226-1502）

申請期限を延長　被災者生活再建支援金
　住宅に大きな被害を受けた世帯に、生活再建支援金を支給しま
す。被害程度に応じて支給する基礎・市支援金と、再建方法に応
じて支給する加算支援金があります。
●申請期限　�基礎・市支援金…令和８年２月２日（月）�

加算支援金…令和９年２月１日（月）
●支給の上限額　

全壊 大規模半壊 中規模半壊 半壊

400万円 300万円 150万円 50万円

※り災証明の判定のほか、世帯構成や住宅の再建方法により支給額が異なる。詳
しくは新潟市ホームページに掲載

●申し込み　区役所被災相談窓口
■問 福祉総務課（☎025-226-1169）

被災代替家屋　固定資産税・都市計画税を減税
　同地震で被災した家屋に代わる家屋を取得した場合、取得した
家屋の固定資産税・都市計画税を減額する特例措置があります。
適用には申告書の提出が必要です。
※申告書など詳しくは新潟市ホームページに掲載
●被災家屋の要件　
市の調査で半壊以上の判定を受けた家屋のうち、取り壊しや売却などの処分
が行われたもの
●特例措置の内容　
令和11年３月31日までに取得した代替家屋に係る固定資産税・都市計画税
のうち、被災家屋の床面積相当分の税額について、取得の翌年から４年度分
を２分の１に減額
※償却資産についても、滅失または損壊し、代わるものを取得または改良し
た場合、同様の特例措置あり
■問 資産税課（☎025-226-1511）
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対象の例
・被災家屋を取り壊し、同じ場所または市内の別の場所に新築した
場合
・被災家屋を売却し、中古住宅や分譲マンションを購入した場合　など

拉致問題に理解を
映画「めぐみ」上映会

　北朝鮮に拉致された被害者家族の救出活
動などを描いたドキュメンタリー映画「めぐ
み―引き裂かれた家族の30年」を上映しま
す。拉致問題などの人権侵害に対する認識
を深めましょう。
●日時　12月14日（土）14時～16時
●会場　白根学習館（南区田中）
●定員　先着500人
●料金　無料

■問 防災課（☎025-226-1143）

市 政

来年４/１から
公共施設の使用料を改定

　来年４月１日から、スポーツ施設や文化施
設、高齢者福祉施設など一部の公共施設の使
用料を改定します。増額になる場合は、改定
前の使用料の1.3倍が上限です。この改定は、
施設を利用する人と利用しない人の公平性の観点か
ら、負担の適正化を図るものです。　※改定後の使
用料など、詳しくは新潟市ホームページに掲載

■問 財務課（☎025-226-2201）

市 政
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広告掲載の申し込みは（株）新潟日報メディアネット（☎025-383-8008）へ、１枠（7.3㎝×12.1㎝）163,000円（税込、制作料別途）。掲載した広告についての問い合わせは各広告主へ
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11/９土～15金
全国一斉 秋の火災予防運動

　冬はストーブなどの暖房器具による火災が発生しやすくなります。日頃
から防火意識を高めましょう。

ストーブ火災を防ぐポイント　
・ストーブの周りに燃えやすい物を置かない
・ストーブの近くに洗濯物を干さない
・火を付けたままでの給油は絶対にしない
・寝るときは必ず火を消す

■問 消防局予防課（☎025-288-3230）

119番通報のポイント
・「火事」か「救急」か伝える
・現場の住所や目印になる建物などを伝える
・火事や傷病者の状況を伝える
・通報者の名前と電話番号を伝える

■問 消防局指令課（☎025-288-3270）

小学生防火ポスターコンクール作品展示
■日 12月１日（日）まで　■場 アピタ新潟西（西区小新５）

防 災

消防局マスコット
キャラクター
「消太くん」

指令員の問いか
けに落ち着いて
答えてください。


